
p.24に表紙紹介p.pp 24に表に表紙紹紙紹p..2424に表紙表紙紹紙紹

世羅の
雪舟庭園

■今号の主な記事
●こんなことが決まりました…………………２～３
●委員会は　今…………………………………４～６
●ありゃどうなったかの～……………………… 10

●ズバリ 町政の課題　12議員25問を質
ただ

す  …11～23 令和元年7月12日発行No.58
メールアドレス　gikai@town.sera.hiroshima.jp

発行／広島県世羅町議会　編集／議会広報広聴調査特別委員会



 りました
条
例
の
一
部
改
正

・
世
羅
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
変
更
に
伴
う
改
正

補
正
予
算

・
令
和
元
年
度
世
羅
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う
シ
ス
テ

第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら
14
日
ま
で
開
会
し
た
。

一
般
質
問
は
、
12
人
が
25
項
目
に
わ
た
り
施
策
を
質
し
た
。

　

報
告
３
件
、議
案
９
件
、陳
情
４
件
、発
委
１
件
を
審
議
し
た
。

　

令
和
元
年
5
月
17
日
に
開
会
し
た
第
２
回
臨
時
会
で
は
、
公
用
車
の
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
に
つ
い
て
和
解
が
成
立
し

た
報
告
１
件
、
平
成
31
年
３
月
29
日
に
公
布
さ
れ
た
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
世
羅
町
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
及
び
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
専
決
処
分
の
承
認
２
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
議
案
２

件
の
審
議
を
し
た
。

　

主
な
提
出
議
案

第
２
回
臨
時
会
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こんなことが決ま 
第２回定例会

・
世
羅
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
う
改
正

・
世
羅
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
及
び
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

に
伴
う
改
正

・
世
羅
町
水
道
事
業
に
係
る
布
設
工
事
監
督

者
及
び
水
道
技
術
管
理
者
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
改
正

工
事
請
負
契
約
の
締
結

・
甲
山
自
治
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事　

外
３
件

ム
改
修
費
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
補
助

金
な
ど

報
告
事
項

・
平
成
30
年
度
世
羅
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　

事
業
22
件
、
総
額
11
億
５
６
３
２
万
４
千
円

・
平
成
30
年
度
世
羅
町
上
水
道
事
業
会
計
予

算
繰
越
計
算
書
の
報
告

　

建
設
改
良
費
１
件
、
総
額
９
５
０
万
４
千
円

・
平
成
30
年
度
世
羅
町
公
共
下
水
道
事
業
会

計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告

建
設
改
良
費
１
件
、
総
額
３
０
５
５
万
３
千
円

発　

委

・
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出

陳　

情

・
悪
臭
公
害
解
消
に
関
す
る
要
望　

外
３
件
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報告します

価
の
審
議
に
つ
い
て
は
、

第
11
条
の
規
程
に
基
づ

き
、
町
長
に
対
し
決
算
審

査
で
の
政
策
評
価
の
た
め

の
事
業
評
価
シ
ー
ト
の
提

出
を
文
書
で
求
め
る
。

③　

第
12
条
第
３
項
の
議

員
間
の
自
由
討
議
拡
大
に

つ
い
て
は
、
委
員
会
で
の

議
論
を
深
め
る
た
め
、
積

極
的
に
行
う
よ
う
運
用
す

る
。

④　

第
15
条
第
１
項
の
議

員
派
遣
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
、
会
議
規
則
に

規
定
す
る
議
員
派
遣
の
運

用
を
明
確
に
す
る
た
め
、

議
員
派
遣
要
綱
と
の
整
合

性
に
つ
い
て
調
査
研
究
す

る
。

●
一
般
質
問
の
運
用

・
一
問
一
答
方
式
の
考
え

方
の
整
理
に
つ
い
て
は
、

分
か
り
や
す
い
質
問
と
答

弁
に
な
る
よ
う
、
現
在

● 

世
羅
町
議
会
基
本
条
例

の
運
用
に
つ
い
て
検
証

　

改
善
措
置
対
象
と
し
た

４
項
目
に
つ
い
て
、
具
体

的
対
応
方
針
な
ど
を
協
議

①　

第
５
条
第
２
項
の
委

員
会
の
運
営
に
か
か
る
参

考
人
・
公
聴
会
制
度
の
運

用
に
つ
い
て
は
、
委
員
会

運
営
に
お
い
て
、
積
極
的

な
制
度
活
用
を
行
う
こ
と

を
基
本
と
し
、
そ
の
具
体

的
な
運
用
に
関
し
て
は
、

委
員
会
で
検
討
す
る
。

②　

第
10
条
第
２
項
の
政

策
等
の
執
行
後
の
政
策
評

行
っ
て
い
る
質
問
・
答
弁

方
法
を
改
め
る
こ
と
を
執

行
部
に
提
案
し
、
調
整
す

る
。

・
持
込
み
資
料
の
事
前
通

知
に
つ
い
て
は
、
質
問
に

対
す
る
正
確
な
答
弁
を
得

て
議
論
が
活
性
化
す
る
よ

う
、
パ
ネ
ル
な
ど
の
内
容

を
事
前
に
執
行
部
に
周
知

す
る
。
併
せ
て
持
込
み
資

料
の
議
長
へ
の
許
可
申
請

は
、
質
問
通
告
締
切
日
ま

で
と
す
る
。

閉
会
中
の
調
査

平
成
31
年
４
月
25
日

● 

議
会
報
告
会
・
意
見
交

換
会

・
議
会
報
告
会
・
意
見
交

換
会
は
町
内
３
会
場
で
の

開
催
と
し
、
日
程
は
6
月

中
の
土・日
曜
日
と
す
る
。

・
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
方
式
で
の
意
見

交
換
会
の
や
り
方
、
役
割

分
担
に
つ
い
て
確
認
。

●
議
会
基
本
条
例
の
評
価

　

平
成
30
年
度
の
評
価
に

よ
り
、
改
善
措
置
対
象
と

し
た
４
項
目
に
つ
い
て
協

議
し
、
具
体
的
な
対
応
方

針
な
ど
は
６
月
定
例
会
の

本
委
員
会
で
協
議
す
る
。

令
和
元
年
５
月
17
日

● 

議
会
報
告
会
・
意
見
交

換
会

　

６
月
実
施
の
報
告
会
・

意
見
交
換
会
の
参
加
者
へ

の
配
布
資
料
に
つ
い
て
、

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
配

布
さ
れ
て
い
る
多
目
的
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
資
料
と
同

じ
も
の
を
使
用
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。

●
議
員
研
修
開
催

　

市
町
村
職
員
中
央
研
修

所（
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
）

牧 

慎
太
郎
（
ま
き 

し
ん

た
ろ
う
）
副
学
長
を
講
師

に
招
き
、「
地
方
創
生
の

展
望 

〜
人
口
減
少
時
代

の
地
域
づ
く
り
〜
」
と
題

し
て
、
人
口
減
少
の
問
題

点
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
や
地
域
力
を
高
め
る
た

め
の
人
材
と
交
流
の
必
要

性
な
ど
に
つ
い
て
、
講
話

形
式
で
の
研
修
を
行
っ

た
。

議
会
基
本
条
例
の
検
証
と
改
善
策
を
協
議

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

「人口減少時代の地域づくり」の研修
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報告します 委員会は 今

シルバー人材センターでの調査
総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

地
域
高
齢
者
の
能
力
・
活
力
バ
ン
ク

現
地
調
査

● 

公
益
社
団
法
人
世
羅
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
業
内
容
及
び

活
動
状
況

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、「
自
主
・
自
立
・

協
働
・
共
助
」
の
基
で
、

働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

の
能
力
を
活
か
し
、
高
齢

者
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
に

密
着
し
た
仕
事
を
有
償
で

引
受
け
、
そ
の
能
力
や
希

望
に
応
じ
て
請
負
・
委
任

と
い
う
形
式
で
提
供
し
て

い
る
。
事
業
内
容
は
、
臨

時
的
か
つ
短
期
的
な
就
業

又
は
そ
の
他
の
軽
易
な

業
務
に
係
る
就
業
機
会

を
提
供
。
平
成
30
年
度

の
実
績
で
は
、
会
員
数

２
７
１
名
、
受
注
件
数

２
０
３
５
件
、
受
注
金
額

１
億
４
４
０
０
万
円
余
、

就
業
延
べ
人
員
２
万
７
９

９
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
活
動
で
は
、
シ

ル
バ
ー
事
業
の
意
義
と
基

本
理
念
を
周
知
し
、
適
正

就
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵

守
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
就
業
機
会
の
拡
大

な
ど
に
取
組
む
と
さ
れ
て

い
る
。

事
務
調
査

● 

民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
活
動
か
ら
見
る
地
域

課
題

　

町
全
体
で
69
名
が
活

動
、
11
月
に
改
選
を
迎
え

る
が
現
状
維
持
の
要
望
が

出
て
い
る
。
民
生
委
員
は

あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
謳
わ
れ
て
お

り
、
団
体
へ
の
委
託
費
の

他
、
見
守
り
活
動
な
ど
へ

の
委
嘱
費
が
支
払
わ
れ
て

い
る
。
民
生
委
員
は
各
地

域
で
相
談
を
受
け
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
に
は
守
秘

義
務
が
あ
り
、
報
告
は
町

へ
上
が
ら
な
い
。

● 

避
難
行
動
要
支
援
者
の
情

報
共
有
と
支
援
の
状
況

　

協
定
件
数
は
13
組
織
、

個
別
の
調
査
は
民
生
委
員

な
ど
の
協
力
を
得
て
家
屋

を
回
り
、
避
難
経
路
、
緊

急
連
絡
先
を
整
理
し
、
同

意
を
得
た
後
、
協
定
を
結

ん
だ
自
主
防
災
組
織
に
提

供
し
て
い
る
。
同
意
を
得

ら
れ
な
い
方
な
ど
は
、
見

守
り
活
動
な
ど
か
ら
早
期

の
避
難
を
呼
び
か
け
る
。

● 

小
中
学
校
空
調
設
備
工

事
に
係
る
安
全
対
策

　

現
在
学
校
側
で
事
前
調

査
や
準
備
を
行
っ
て
い

る
。
工
程
計
画
書
に
基
づ

き
、
少
な
く
と
も
月
２
回

業
者
と
協
議
し
、
確
認
し

な
が
ら
工
事
を
監
視
す

る
。
万
一
の
事
故
時
に
は

養
護
教
諭
を
中
心
に
関
係

機
関
と
も
連
携
し
、
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
適

切
な
対
応
が
取
れ
る
体
制

を
組
ん
で
い
る
。

● 

地
方
財
政
計
画
と
町
の

財
政
需
要

　
合
併
特
例
債
は
ま
ち
づ

く
り
振
興
基
金
な
ど
で
活

用
し
て
お
り
、
明
確
な
位

置
付
け
を
し
て
基
金
活
用

を
考
え
る
。
交
付
税
加
算

は
今
年
度
ま
で
の
加
算
が

最
後
と
な
る
。
来
年
度
以

降
１
億
円
余
り
縮
減
の
影

響
を
見
込
ん
で
い
る
。
財

政
調
整
基
金
は
財
政
運
営

の
不
足
を
調
整
す
る
貴
重

な
財
源
で
あ
り
、
令
和
２

年
度
ま
で
の
過
疎
計
画
及

び
建
設
計
画
に
基
づ
い
て

執
行
し
て
い
る
。
令
和
３

年
度
以
降
の
計
画
策
定
が

急
が
れ
る
が
、
合
併
特
例

債
が
あ
る
令
和
６
年
度
ま

で
の
期
間
に
活
用
を
図

る
。

　

平
成
30
年
度
末
時
点
の

基
金
積
立
は
、
財
政
調
整

基
金
は
23
億
円
余
り
、
町

全
体
で
は
51
億
円
余
り
あ

る
。
一
般
財
源
化
で
き
る

基
金
は
限
ら
れ
て
お
り
十

分
と
は
言
え
な
い
が
、
現

状
の
額
の
確
保
を
図
り
な

が
ら
活
用
す
る
。

● 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と

総
合
戦
略
の
進
捗
と
成

果
な
ど

　

長
期
総
合
計
画
の
中
間

見
直
し
に
合
せ
て
地
方
創

生
総
合
戦
略
を
１
年
延
期

し
、
令
和
２
年
度
ま
で
の

目
標
設
定
に
す
る
か
を
検

討
し
て
い
る
。
平
成
30
年

度
ま
で
の
成
果
は
、
只
今

精
査
を
し
て
い
る
。
５
年

間
の
計
画
後
、
計
画
目
標

の
取
組
み
を
検
証
す
る
。

● 

自
治
セ
ン
タ
ー
の
整
備

計
画
と
方
針
な
ど

　

今
年
度
第
３
期
目
の
指

定
管
理
者
更
新
の
年
、
見

直
し
の
検
討
や
良
好
な
管

理
運
営
を
図
り
、
住
民
自

治
組
織
に
運
営
を
委
託
す

る
。
甲
山
自
治
セ
ン
タ
ー

は
、
今
年
度
改
修
し
移
転

を
予
定
、
山
福
田
自
治
セ

ン
タ
ー
は
、
今
年
度
測
量

基
本
設
計
を
予
定
し
て
い

る
が
、
地
域
の
意
見
集
約

を
踏
ま
え
て
進
め
る
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

勧
告
で
臭
気
問
題
改
善
に
期
待

ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

● 

一
般
家
庭
ご
み
収
集
運

搬
業
務
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
全
て
の
ご
み

（
可
燃
物
・
不
燃
物
・
資

源
化
）
を
三
原
市
の
焼
却

場
な
ど
へ
収
集
運
搬
し
て

い
る
。

　

委
託
業
者
に
は
、
入
札

参
加
条
件
と
し
て
世
羅
町

に
営
業
所
を
設
置
し
て

い
る
こ
と
の
ほ
か
、
パ
ッ

カ
ー
車
で
収
集
、
従
事
者

４
名
（
正
社
員
２
名
・
他

の
２
名
に
つ
い
て
も
保
険

加
入
）
な
ど
の
条
件
を
付

し
て
契
約
し
て
い
る
。

● 

農
産
物
の
渇
水
被
害
状

況
に
つ
い
て

　

今
年
の
中
国
地
方
で
は

気
温
が
か
な
り
高
く
な

り
、
降
水
量
も
平
年
並
み

か
少
な
い
見
込
み
で
あ

る
。
高
温
に
係
る
異
常
気

て
は
、
側
溝
蓋
の
設
置
が

可
能
で
あ
り
、
当
面
の
措

置
と
し
て
歩
道
と
し
て
利

用
が
で
き
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

事
務
調
査

● 

宇
津
戸
臭
気
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
４
月
24
日
に

東
部
養
豚
組
合
第
４
牧
場

に
対
し
て
、
改
善
勧
告
が

発
令
さ
れ
た
。

　

概
要
は
、
①
悪
臭
原
因

物
を
発
生
さ
せ
て
い
る
施

設
の
運
用
改
善
。
②
悪
臭

原
因
物
の
排
出
防
止
設
備

の
改
良
。
③
そ
の
他
悪
臭

原
因
物
の
排
出
を
減
少
さ

せ
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
。

　

勧
告
に
基
づ
く
改
善
計

画
の
提
出
期
限
は
、
令
和

元
年
10
月
30
日
、
改
善
計

画
に
基
づ
く
改
善
期
限

は
、
令
和
５
年
３
月
31
日

象
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ

て
お
り
、
農
産
物
へ
の
生

育
な
ど
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。
水
稲
の
未
作
付

け
農
地
は
、
２
ha
程
度
で

あ
る
。

● 

災
害
復
旧
（
平
成
30
年

度
災
害
）
に
つ
い
て

ア　

農
業
災
害
の
復
旧
入

札
執
行
状
況

〇
町
単
独
事
業

被
害
報
告
件
数

　

１
０
６
７
件
（
申
請
件

数
３
５
８
件
）

事
業
費

　
１
億
９
０
０
４
万
円（
決

定
額
６
６
０
６
万
円
）

イ　

公
共
土
木
災
害
の
復

旧
状
況

ウ　

河
川
堆
積
土
の
除
去

計
画

　

除
去
計
画
は
定
め
て
い

な
い
が
、
堆
積
土
の
状
況

を
確
認
し
た
も
の
は
記
録

に
残
し
、
県
管
理
河
川
に

つ
い
て
は
県
へ
一
括
要
望

し
て
い
る
。

●
町
道
管
理
に
つ
い
て

〇
道
路
維
持
対
応
状
況

・
側
溝
清
掃　
　
　

５
件

・
倒
木
処
理　
　
　

４
件

・
落
下
物
処
理　
　

11
件

・
崩
土
処
理　
　
　

13
件

・
路
肩
修
繕　
　
　

６
件

・
法
面
修
繕　
　
　

６
件

・
側
溝
修
繕　
　
　

9
件

・
舗
装
修
繕　
　
　

12
件

・
交
通
安
全
施
設
修
繕
１
件宇津戸臭気問題の調査

施設名 件数 入札執行
状況

うち契約
件数 備考

農　地 39件 22件 10件 補助率97.6％

農業用施設 ７件 １件 補助率99.6％

合　計 46件 23件 10件

区　分
平成30年度

令和元年度 計
現　年 繰　越

道　路 31件 25件 31件   87件

河　川   3件   4件 41件   48件

計 34件 29件 72件 135件

現
地
調
査

①
陳
情
第
２
号
（
悪
臭
公

害
解
消
に
関
す
る
要
望
）

　

悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く

改
善
勧
告
を
発
令
し
た
現

地
の
状
況
確
認
を
行
っ

た
。
調
査
当
日
に
お
い
て

も
、
臭
気
を
確
認
し
た
。

②
陳
情
第
３
号
（
町
道
認

定
の
要
望
）

　

当
該
路
線
は
、
県
営
圃

場
整
備
で
設
置
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
町
道
認
定
基

準
の
特
例
に
該
当
す
る
た

め
、
認
定
は
可
能
で
あ
る

と
い
う
説
明
を
受
け
た
。

③
陳
情
第
５
号
（「
歩
行
者

に
優
し
い
道
づ
く
り
」
町
道

大
田
道
線
に
関
す
る
陳
情
）

　

要
望
の
う
ち
、
歩
道
に

つ
い
て
は
既
設
建
物
が
あ

り
、
歩
道
設
置
に
は
移
転

を
要
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、
水
路
に
つ
い
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概要速報

議
会
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会
の
概
要
速
報

○
議
員
報
酬

　
 

議
員
報
酬
21
万
円
を

5
万
円
増
額
す
る

　

理
由

・ 

幅
広
い
世
代
の
議
会
参

加
を
促
す

・ 

合
併
前
か
ら
据
え
置
か

れ
て
い
る

・ 

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
活
動
費

が
必
要

・ 

子
育
て
世
代
に
は
少
な

す
ぎ
る

・ 

議
員
の
兼
業
に
は
制
限

が
あ
る

・ 

若
い
世
代
に
議
員
職
へ

の
魅
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ

る
・ 

多
様
な
人
材
を
確
保
す

る　

な
ど

議
会
報
告
会

●
報
告
事
項

　

次
の
と
お
り
報
告
し

た
。

○
議
員
定
数

　

 

現
行
14
人
を
12
人
に
変

更
す
る
。

　

理
由

・ 

議
員
の
な
り
手
不
足
の

解
消

・
近
隣
市
町
で
無
投
票

・ 

世
羅
町
で
は
立
候
補
者

の
減
少

・
今
の
報
酬
で
は
少
な
い

・ 

若
い
世
代
は
立
候
補
に

躊
躇
す
る

・ 

少
数
の
議
員
で
も
効
果

的
な
議
会
活
動
が
期
待

で
き
る
。

・ 

減
員
分
の
報
酬
を
報
酬

の
増
に
充
て
る　

な
ど

意
見
交
換
会 （
主
な
意
見
）

●
テ
ー
マ　
『
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
施
設
』

区分 甲山会場 世羅会場 世羅西会場

あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い

・造ることは賛成
でも他にやって欲
しいことがある
・検討委員会のメ
ンバーはだれ？
・経済効果大
・どうせ造るなら
もっと総合的な施
設を

・あった方がよい
が色々な数値がわ
からない
・独自色の施設に
しないとダメ
・20年30年先を考
えてほしい
・将来安心した財
政計画か

・良いことだと思
うが心配
・スポーツ振興を
交流に活かすべき
・町内の子供が仲
良くなれる
・儲かればあった
方がよい

ど
ち
ら
で
も
よ
い

・候補地はどうなっ
ているのか
・経済効果が見込
めるのか
・住民意思確認の
アンケート実施

・具体的な形がわ
からない
・維持費はどれく
らいかかるのか
・もっと住民に意
見を聞くこと

・無いよりあった
方がよい
・判断材料に欠け
る

な
い
ほ
う
が
よ
い

・活用してないス
ポーツ施設がある
・合併特例債を引
合いに出すのはず
るい
・グランドより必
要なものがある
・借金が増える

・無駄使いになる
と思う
・もっと違うこと
に使うべし(福祉･防
災･子育て)
・人口増に繫がる
取組みをすべき
・公共施設の管理
費用増大

・少子高齢化から
収支検討が必要
・世羅西の人は関
心がない潤いを感
じない
・内容自体がわか
らない
・湯水のごとく税
金を使うと後々泣
く
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（賛否の分かれたもの）

（賛否の分かれたもの）

（全員一致で決定したもの）

議案番号 提　　出　　議　　案 採決 福
田
重
森
米
重
髙
橋
山
田
盛
谷
矢
山
久
保
新
原
生
田
藤
井
實
久
下
原

議案第36号 世羅町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第３号 町道認定の要望について（お願い） 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

陳情第５号「歩行者に優しい道づくり」　町道大田道線に関する陳情書
一部
採択 ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案番号 提　　出　　議　　案 採決 福
田
重
森
米
重
髙
橋
山
田
盛
谷
矢
山
久
保
新
原
生
田
藤
井
實
久
下
原

承認第２号 専決処分の承認を求めることについて
（世羅町国民健康保険税条例の一部改正） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案番号 提　出　議　案 採決

議案第37号 世羅町災害弔慰金の支給等に関する
条例の一部を改正する条例 可決

議案第38号 世羅町介護保険条例の一部を改正す
る条例 可決

議案第39号
世羅町水道事業に係る布設工事監督
者及び水道技術管理者に関する条例
の一部を改正する条例

可決

議案第40号 令和元年度一般会計補正予算（第１号）可決

議案第41条 工事請負契約の締結について（甲山
自治センター整備工事） 可決

議案第42条
工事請負契約の締結について（普通
河川砂田川河川災害復旧工事（第
5507号））

可決

議案番号 提　出　議　案 採決

議案第43条 工事請負契約の締結について（町道新
山線道路災害復旧工事（第 5510号））可決

議案第44条
工事請負契約の締結について ( 町道
大和世羅線道路災害復旧工事（第
5509号））

可決

陳情第２号 悪臭公害解消に関する要望書 採択

陳情第４号 2020 年度地方財政の確立に関する
要請 採択

発委第４号 地方財政の充実・強化を求める意見
書提出について 可決

○：賛成　●：反対

○：賛成　●：反対

（報告を受けたもの）
議案番号 提　出　議　案

報告第５号 平成 30年度一般会計繰越明許費繰越計算
書の報告について

報告第６号 平成 30年度上水道事業会計予算繰越計算
書の報告について

議案番号 提　出　議　案

報告第７号 平成 30年度公共下水道事業会計予算繰越
計算書の報告について

第２回世羅町議会定例会（令和元年６月）

提出議案等の採決結果

（全員一致で決定したもの）
議案番号 提　出　議　案 採決

承認第１号 専決処分の承認を求めることについ
て（世羅町税条例等の一部改正） 承認

議案第34号 工事請負契約の締結について（町立
小学校空調設備設置工事） 可決

議案番号 提　出　議　案 採決

議案第35号 工事請負契約の締結について（町立
中学校空調設備設置工事） 可決

（報告を受けたもの）
議案番号 提　出　議　案

報告第４号 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定について

第２回世羅町議会臨時会（令和元年５月）
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陳情の審査及び採決結果

番号 件　　　　名 請　願　・　陳　情　者 委員会の審査意見・結果
本会議
採決結果

２
悪臭公害解消に関する
要望書

宇津戸下仮屋地区
公害対策委員会
代表者　宗田　昭義

臭いは豚と鶏の複合臭気であ
り、法定の測定場所では住民
が感じているような測定値が
得られない。事業者との協議
を進めるよう行政が間に入っ
て調整する必要がある。法定
の計測方法以外の臭気測定を
行政として調査・研究する
必要があるという意見が出さ
れ、賛成全員で「採択すべき
もの」と決定。

採　択

３
町道認定の要望について
（お願い）

日並振興区
代表者　眞野　靖弘
　　　　　　　外 11人

町道認定基準に従い、公共団
体が設置した公共用道路に該
当し、集落間を結ぶ道路であ
り利用も多いという意見が出
され、賛成多数により「採択
すべきもの」と決定。

採　択

４
2020年度地方財政の
確立に関する要請

自治労世羅町職員労働組合
執行委員長　和泉　美智子

政府予算の充実と地方財政の
確立を図るため、社会保障費
関連をはじめとする地方の財
政需要の的確な把握と財源確
保を求めるという意見が出さ
れ、賛成全員で「採択すべき
もの」と決定。

採　択

５
「歩行者に優しい道づくり」
町道大田道線に関する
陳情書

昭和町
会長　阿部　哲壮

１項目目の水路改修と溝蓋設
置は、計画的に整備がされて
おり、「採択すべきもの」、2
項目目の歩道設置について
は、要望区画に民家等の構造
物があり、現段階では全線歩
道設置に至ることは困難と判
断し、「不採択すべきもの」
とする意見が出され、賛成全
員により「一部採択すべきも
の」と決定。

一　部

採　択

陳情の審査及び採決結果
６月定例会において、４件の陳情審査を行い、本会議で採決しました。
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　この事業は、シルバー世代の皆さまに、『いつまでも元気でお過ごしいた
だく』ことを目標に、平成30年10月１日よりスタートしました。

　手帳を配布し、老人クラブの活動や地域での活動など「いきいきおでかけ」
をされた場合に自身で記入することでポイントが貯まり、合計100ポイント
貯まると「いきいきおでかけカタログ」掲載の商品や世羅町特産物などと交
換できるという制度。（交換商品は2000円程度）

【それからどうなった？】
　３月末までに100ポイントが集まった方は、各単位老人クラブへ手帳を提
出され、６月初旬に希望商品を受け取られました。
　４月現在の手帳保有者は、1833人。
　ちなみに、154人の方が100ポイント達成されたそうです。

ありゃあ
　どうなったかの～

いきいき
おでかけポイント
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一般質問

12議員25問を質す
た だ

ページ 質問者 質　問　事　項

12 實久　　誠 議員 １．何故せぬごみ袋無料支給・浄化槽管理費削減
２．水道給水管の適正管理は

13 髙橋　公時 議員 １．外出支援事業（せらたすきー券）の現状と課題は
２．多目的スポーツ施設はいかに

14 矢山　　武 議員
１．家族農業をつぶし集落が守れるか
２． 保育料無償化による町の財政負担は
３．地方創生と今後の財政は

15 盛谷　光明 議員 １．幼児教育・保育の無償化が成立今後は
２．防犯カメラの設置は

16 福田　義人 議員 １．世羅町の観光開発と行政の役割は
２．人材育成はどのように

17 下原　嘉雄 議員 １．雨期に備えての災害対応は
２．せらケーブルテレビの放送内容の改良は

18 久保　正道 議員
１．中教審答申後の世羅町教育の現状と課題は
２．所有者不明土地への町の対応方針は
３．情報発信にFM放送を取り組んでは

19 生田　智康 議員 １．女性力は無限大の未来
２．お年寄りに優しい政策を

20 米重　典子 議員 １．空き家適正管理の推進を
２．在宅介護者への支援策は

21 重森　博之 議員 １．観光客誘致のための駐車場確保は

22 新原　　浩 議員 １．町の災害に対する備えは

23 藤井　照憲 議員
１．梅雨時期を控えて命を守る対策は
２．地域の持つ心の豊かさを引き出すには
３．世羅町版ネウボラとはどんな事業か

一般質問とは？
　定例会で、議員が町の施策の状況や方針などについて、報告・説明を求めたり、質問すること
を一般質問といいます。
　質問時間は１人45分以内で、答弁時間は含みません。
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災害時の委託車両の緊急要請は

水
道
給
水
管
の

適
正
管
理
は

答 

里
道
の
整
備
は

　

不
具
合
時
の
み
対
応

實
久
世
羅
町
版
総
合
評

価
と
し
て
、
ご
み
収
集

業
務
の
改
革
を
し
て
い

る
が
、
実
態
を
確
認
し

て
契
約
し
て
い
る
の
か
。

町
長
委
託
業
務
は
基
準

を
満
た
し
た
４
業
者
に

発
注
し
、
業
務
も
適
正

に
行
っ
て
い
る
。

實
久
廃
棄
物
の
収
集
運

搬
で
き
る
体
制
と
あ
る

が
、
町
外
業
者
に
委
託

発
注
し
て
い
る
。
昨
年

の
よ
う
な
豪
雨
災
害
が

起
き
た
時
、
緊
急
対
応

で
き
る
の
か
。
委
託
基

準
に
適
合
し
た
業
者
な

の
か
。

町
長
時
間
、
距
離
が
か

か
っ
て
も
、
別
な
道
路

を
使
用
し
て
緊
急
対
応

し
て
い
た
だ
く
。
町
と

し
て
は
適
正
な
委
託
発

注
だ
と
考
え
て
い
る
。

實
久
家
屋
な
ど
の
解
体

ご
み
は
、
事
業
系
ご
み

と
し
て
三
原
市
の
処
理

施
設
に
搬
入
で
き
る
の

か
。
未
だ
に
事
業
系
ご

み
を
委
託
車
両
に
車
庫

内
で
積
み
替
え
て
い
る

と
聞
く
が
、
指
導
監
視

は
ど
の
様
に
し
て
い
る

の
か
。

町
長
こ
れ
は
当
然
産
業

廃
棄
物
と
な
り
、
三
原

市
処
理
工
場
に
は
搬
入

で
き
な
い
。

實
久
委
託
業
者
が
契
約

期
間
満
了
前
の
２
月
20

日
で
突
如
廃
業
し
、
町

の
ご
み
収
集
業
務
に
損

害
を
与
え
た
。
債
務
不

履
行
に
基
づ
く
損
害
賠

償
は
ど
う
し
て
い
る

か
。

町
長
損
害
を
請
求
す
る

事
案
か
ど
う
か
を
検
討

す
る
。

實
久
一
般
納
税
者
で
あ

る
住
民
は
、
ご
み
収
集

に
関
す
る
起
業
は
で
き

な
い
の
か
。

町
長
現
在
の
許
可
業
者

で
ご
み
収
集
は
可
能
で

あ
り
、
新
規
事
業
者
へ

の
許
可
は
必
要
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

實
久
三
原
市
へ
事
務
委

託
と
な
っ
た
が
、
ど
の
様

に
金
額
差
が
あ
る
の
か
。

町
長
三
原
市
へ
の
ご
み

処
理
委
託
に
よ
り
委
託

料
は
３
１
２
６
万
１
千

円
と
な
り
約
７
千
万
円

下
が
っ
て
い
る
。

實
久

ご
み
袋
無
料
支

給
、
浄
化
槽
管
理
費
の

削
減
を
せ
ず
、
な
ぜ
不

公
平
な
税
金
の
使
い
方

を
す
る
の
か
。

町
長
ご
み
袋
を
有
料
と

し
て
い
る
の
は
、
ご
み

処
理
費
用
の
一
部
を
住

民
の
皆
さ
ま
に
負
担
い

た
だ
く
こ
と
で
、
ご
み

の
排
出
抑
制
を
図
る
も

の
で
あ
る
。
合
併
浄
化

槽
は
、
個
人
が
設
置
管

理
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
設
置
者
負
担
は
必

要
と
考
え
る
。

實
久
水
道
給
水
管
が
埋

設
さ
れ
て
い
る
町
道
神

栄
線
に
接
続
す
る
里
道

の
水
路
の
一
部
が
未
着

手
で
あ
る
。

町
長
水
道
管
漏
水
な
ど

に
よ
り
、
里
道
が
破
損

し
影
響
が
あ
る
場
合
は

原
形
復
旧
す
る
。

實久　誠 議員

何
故
せ
ぬ
ご
み
袋
無
料
支
給
・

浄
化
槽
管
理
費
削
減

答 

い
ず
れ
も
一
部
負
担
は
必
要

一
　
般
　
質
　
問 

實
久  

誠  

議
員
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一般質問

せらたすきー券の利用拡大は

一
　
般
　
質
　
問 

髙
橋  

公
時  

議
員

外
出
支
援
事
業（
※
せ
ら
た
す
き
ー

券
）の
現
状
と
課
題
は

答 
身
近
な
事
業
者
で
業
務
の

　

充
実
を
支
援

髙
橋
平
成
30
年
４
月
よ

り
新
た
な
仕
組
み
と

な
っ
た
、
せ
ら
た
す

き
ー
券
（
１
枚
３
０
０

円
×
１
０
０
枚
）
の
利

用
状
況
は
。

町
長
年
間
１
０
０
３
人

に
対
し
て
９
万
２
９
６

０
枚
×
３
０
０
円

（
２
７
８
８
万
８
千
円
）

交
付
し
て
い
る
。
そ
の

内
訳
は
、
要
介
護
の
方

が
５
０
４
人
と
一
番
多

く
、
続
い
て
免
許
証

を
返
納
さ
れ
た
方
が

３
４
４
人
。
年
間
で

４
万
５
７
３
８
枚
利

用
さ
れ
、
交
付
枚
数

に
対
す
る
利
用
状
況
は

49
・
２
％
、
実
績
額
は

１
３
７
２
万
１
千
円
。

髙
橋

介
護
福
祉
タ
ク

シ
ー
の
現
状
は
。

町
長
町
内
で
介
護
タ
ク

シ
ー
を
運
行
し
て
い
た

２
事
業
所
が
、
昨
年
度

末
で
休
止
又
は
廃
止
と

な
り
、
一
時
期
利
用
が

で
き
ず
、
町
外
な
ど
の

介
護
タ
ク
シ
ー
を
紹
介

し
て
い
た
。
今
年
の
５

月
よ
り
新
た
に
町
内
の

タ
ク
シ
ー
会
社
が
福
祉

車
両
を
導
入
し
、
車
椅

子
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

で
の
移
送
を
開
始
し
て

い
る
。

髙
橋
せ
ら
た
す
き
ー
券

利
用
拡
大
は
。（
町
外

業
者
の
利
用
な
ど
）

町
長
運
行
し
て
い
る
町

内
事
業
者
で
の
運
用
を

最
優
先
と
し
、
町
外
事

業
者
へ
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、
現
在
考
え
て
い

な
い
。

 

髙
橋

町
長
公
約
の
一

つ
、
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ

施
設
建
設
が
起
爆
剤
と

な
り
経
済
効
果
に
も
繋

が
る
と
い
う
期
待
。

一
方
、
自
主
財
源
26
％

と
大
半
を
交
付
税
頼
り

で
運
営
し
て
い
る
町
財

政
、
予
測
さ
れ
る
地
方

交
付
税
の
減
少
な
ど
を

考
え
た
時
、
不
安
を
抱

か
ざ
る
を
得
な
い
。
今

後
必
要
と
さ
れ
る
事
業

費
の
総
額
・
維
持
管
理

費
は
。

町
長
約
12
億
円
の
事
業

費
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
人
件
費
を
除
く

年
間
維
持
管
理
費
と
し

て
６
５
０
万
円
程
度
を

見
込
み
、
長
期
修
繕
費

用
と
し
て
、
５
年
目
・

10
年
目
で
そ
れ
ぞ
れ

１
７
０
０
万
円
、
15
年

目
で
２
億
円
程
度
の
修

繕
費
が
必
要
で
あ
る
。

髙
橋
公
認
競
技
場
の
仕

様
・
設
備
の
差
は
。

町
長
一
周
の
距
離
、
走

路
の
幅
、レ
ー
ン
の
数
、

イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
、
開

催
で
き
る
競
技
会
の
種

別
、
公
認
料
な
ど
、
仕

様
の
基
準
や
設
備
の
設

置
の
有
無
に
決
ま
り
が

あ
る
。
競
技
記
録
が
公

式
な
記
録
と
な
る
か
な

ら
な
い
か
の
差
。

髙
橋
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
で
の
住
民
意
見
を
踏

ま
え
た
考
え
は
。

町
長
現
在
、
６
地
区
で

の
開
催
。
残
り
７
地
区
で

開
催
し
、
全
地
区
で
の
開

催
終
了
後
、
出
さ
れ
た
意

見
は
可
能
な
限
り
早
い

時
期
に
町
民
の
皆
さ
ま

へ
お
知
ら
せ
す
る
。

髙橋　公時 議員

※せらたすきー券…対象者に交付する世羅町外出支援事業共通利用券。

多
目
的
ス
ポ
ー
ツ

施
設
は
い
か
に

答 

町
民
の
方
々
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
施
設
に
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一
　
般
　
質
　
問 

矢
山  

武  

議
員

矢
山
集
落
は
高
齢
化
・

過
疎
化
が
進
ん
で
お

り
、
国
が
進
め
る
認
定

農
家
・
営
農
法
人
だ
け

の
構
造
政
策
で
集
落
は

守
れ
る
の
か
。

町
長
集
落
法
人
設
立
数

及
び
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
率
は
、
県
内
で
も

高
い
数
値
と
な
っ
て
い

る
。
農
業
や
地
域
の
担

い
手
を
確
保
し
、
農
業

で
収
益
を
あ
げ
て
雇
用

を
創
出
し
、
地
域
へ
利

益
を
還
元
で
き
る
農
家

支
援
に
努
め
る
。

矢
山
国
の
進
め
る
政
策

で
希
望
の
も
て
る
状
況

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
町
独
自
の
支
援
事

業
や
国
の
制
度
の
活
用

に
よ
り
、
生
産
者
の
収

益
増
が
図
れ
る
よ
う
引

き
続
き
、
き
め
細
や
か
な

情
報
提
供
に
努
め
る
。

矢
山
本
年
の
水
稲
作
付

け
の
見
込
み
と
災
害
復

旧
の
状
況
と
、
水
不
足

に
よ
る
水
稲
の
被
害
状

況
は
ど
う
か
。

矢
山
今
後
の
医
療
・
介

護
の
負
担
増
が
心
配
さ

れ
る
中
、
町
民
の
暮
ら

し
は
大
変
に
な
っ
て
ゆ

く
。

　

消
費
税
が
10
％
に
な

り
、
子
育
て
に
か
か
る

保
護
者
負
担
と
自
治
体

負
担
は
こ
れ
ま
で
と
ど

う
変
わ
る
の
か
。

町
長
保
護
者
に
対
し
町

独
自
の
半
額
補
助
を
実

施
し
て
き
た
。
10
月
か

ら
は
保
育
料
無
償
化
に

よ
り
保
護
者
負
担
は
減

る
。
私
立
認
定
こ
ど
も

町
長
水
稲
の
作
付
実
績

は
前
年
対
比
で
19 

ha

増
加
の
予
定
。
国
費
対

応
の
復
旧
は
46
件
の
う

ち
、
10
件
を
契
約
し

た
。
水
不
足
の
影
響
は

一
部
の
地
域
で
見
受
け

ら
れ
る
。

園
に
対
し
て
は
交
付
金

で
財
政
支
援
さ
れ
る
。

公
立
保
育
所
は
自
治
体

の
金
額
負
担
と
な
る
が

今
年
度
に
限
り
臨
時
交

付
金
で
措
置
さ
れ
る
。

矢
山
給
食
費
の
負
担
は

ど
う
か
。

町
長
現
行
の
考
え
方
を

継
続
し
、
３
〜
５
歳
は

自
己
負
担
、
生
活
保
護

世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯

は
免
除
さ
れ
る
。
今
後

国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

矢
山
希
望
の
持
て
る
生

活
の
た
め
の
町
政
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
住
民

福
祉
を
守
る
た
め
の
財

源
確
保
が
必
要
で
あ

る
。
多
く
の
課
題
の
中

で
何
を
優
先
さ
せ
る
か

が
重
要
で
あ
る
。
地
方

創
生
の
進
捗
状
況
は
。

町
長
地
方
創
生
の
取
り

組
み
と
し
て
、
移
住
定

住
、
世
羅
ブ
ラ
ン
ド
、

自
治
セ
ン
タ
ー
の
整
備

な
ど
を
地
方
創
生
交
付

金
で
実
施
し
て
い
る
。

　

総
合
戦
略
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
内
部

評
価
を
行
う
と
と
も
に

住
民
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議

や
総
合
戦
略
推
進
会
議

に
お
い
て
、
ご
意
見
や

評
価
を
い
た
だ
き
、
効

果
検
証
を
行
っ
て
い

る
。

矢
山
地
方
創
生
の
効
果

と
財
政
計
画
、
今
後
の

地
方
交
付
税
を
ど
う
見

通
し
て
い
る
か
。
合
併

特
例
債
の
活
用
は
ど
う

か
。

町
長
限
ら
れ
た
自
主
財

源
を
有
効
活
用
し
、
各

種
基
金
の
活
用
も
検
討

す
る
中
、
よ
り
慎
重
な

財
政
運
営
に
努
め
る
。

　

地
方
交
付
税
は
、
平

成
30
年
48
億
９
千
万
円

が
見
込
ま
れ
、
合
併
加

算
は
令
和
２
年
度
で
無

く
な
り
、
今
後
は
一
定

の
水
準
を
維
持
す
る
と

想
定
す
る
。

矢山　武 議員

家
族
農
業
を
つ
ぶ
し

集
落
が
守
れ
る
か

答 

国
の
支
援
制
度
の
活
用
を
図
る

保
育
料
無
償
化
に
よ
る

町
の
財
政
負
担
は

答 

今
年
度
に
限
り
臨
時
交
付
金

で
支
援
さ
れ
る

地
方
創
生
と

今
後
の
財
政
は

答 

地
方
創
生
交
付
金
な
ど
を

活
用
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一般質問

一
　
般
　
質
　
問 

盛
谷  

光
明  

議
員

幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
が
成
立
今
後
は

答 
保
護
者
へ
の
制
度
周
知
に

努
め
る

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

答 

関
係
機
関
と
協
議
し
効
果
的

な
設
置
に
努
め
る

盛
谷
３
〜
５
歳
児
は
原

則
全
世
帯
、
０
〜
２
歳

児
は
低
所
得
・
住
民
税

非
課
税
世
帯
を
対
象
に

保
育
料
が
無
料
に
な
る
。

　

幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
の
概
要
は
。

町
長
無
償
化
の
対
象
と

な
る
施
設
・
サ
ー
ビ
ス

は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
に
加
え

就
学
前
の
障
害
児
通
園

施
設
も
対
象
と
な
る
。

盛
谷
そ
の
手
続
き
の
流

れ
な
ど
の
対
応
は
。

町
長
無
償
化
に
か
か
る

手
続
き
は
、
現
在
施
設

利
用
中
の
方
は
不
要
、

こ
れ
か
ら
利
用
さ
れ
る

方
は
、
教
育
・
保
育
が

必
要
で
あ
る
こ
と
の
認

定
を
要
す
る
。

　

今
後
無
償
化
に
向
け

た
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行

い
、
保
護
者
へ
の
制
度

周
知
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
副
食
費
の
設

定
は
私
立
認
定
こ
ど
も

園
と
情
報
連
携
し
金
額

設
定
を
行
う
。

盛
谷
大
学
な
ど
の
高
等

教
育
機
関
に
関
し
て
は

低
所
得
世
帯
の
学
生
に

授
業
料
・
入
学
金
を
減

免
す
る
ほ
か
、
返
済
不

要
の
給
付
型
奨
学
金
が

支
給
さ
れ
る
。
そ
の
手

続
き
は
。

教
育
長

一
定
の
要
件
を
満

た
す
住
民
税
非
課
税
世

帯
及
び
そ
れ
に
準
ず
る

世
帯
の
学
生
の
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
大
学
・

短
大
・
高
等
専
門
学
校

な
ど
に
進
学
す
る
場

合
、
入
学
金
・
授
業
料

の
減
免
は
進
学
時
に
各

大
学
な
ど
で
申
し
込
み

を
行
う
こ
と
に
な
る
。

盛
谷
昨
今
様
々
な
場
所

で
不
法
投
棄
な
ど
の
犯

罪
や
迷
惑
行
為
が
横
行

し
て
お
り
、
卑
劣
な
犯

罪
に
及
ぶ
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
そ

れ
ら
を
抑
止
す
る
有
効

な
手
段
の
一
つ
で
あ
り

町
の
安
全
対
策
と
し
て

推
進
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
が
、
そ
の
取
り

組
み
は
。

盛
谷
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
状
況
は
。

町
長
現
在
町
内
に
は
、

主
要
幹
線
道
路
交
差
点

に
13
台
、
公
共
施
設
な

ど
に
71
台
、
計
84
台
の

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
い
る
。

町
長
今
後
の
設
置
予
定

に
つ
い
て
は
、
個
人
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
不
当

に
侵
害
し
な
い
よ
う
に

配
慮
し
つ
つ
、
犯
罪
の

未
然
防
止
、
交
通
安
全

な
ど
の
観
点
か
ら
世
羅

警
察
署
と
連
携
を
図
り

効
果
的
な
設
置
に
努
め

る
。

盛谷　光明 議員

（
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
転
載
）
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一
　
般
　
質
　
問 

福
田  

義
人  

議
員

福
田
世
羅
町
は
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
や
ビ
オ
ラ
の
花

絵
な
ど
魅
力
が
い
っ
ぱ

い
で
、「
花
を
見
に
行

き
ま
し
た
」
と
す
ぐ
返

事
が
返
っ
て
く
る
。
工

場
な
ど
少
な
い
わ
が
町

は
、
観
光
が
一
つ
の
産

業
と
考
え
ら
れ
る
。

　

歴
史
的
財
産
の
今
高

野
山
龍
華
寺
や
観
光
農

園
の
支
援
な
ど
行
政
の

役
割
は
重
要
で
あ
る
。

　

激
戦
化
す
る
観
光
事

業
を
町
の
中
心
に
据
え

る
に
は
、
行
政
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
と

考
え
る
が
。

町
長
観
光
事
業
者
は
継

続
し
て
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
町
は
、
世

羅
町
観
光
協
会
を
中
心

に
協
力
支
援
す
る
中
で

機
能
強
化
と
人
材
育
成

を
推
進
す
る
。
観
光
事

業
者
に
は
小
規
模
事
業

者
が
多
く
、
商
工
会
や

福
田
町
政
の
推
進
と
発

展
に
は
、
職
員
の
能
力

を
引
き
出
し
育
て
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

自
治
体
に
お
け
る
人

材
育
成
は
、
通
常
業
務

の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
課
題
解

決
能
力
を
養
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

問
題
解
決
型
の
人
材

育
成
の
考
え
は
。

町
長
町
民
が
求
め
る
満

足
度
・
幸
福
度
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
に
は
、
必
要
な
職

員
像
を
設
定
し
、
そ
の

実
現
の
た
め
の
基
本
方

策
を
定
め
て
い
る
。

　

様
々
な
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
柔
軟

で
創
造
的
発
想
が
必
要

金
融
機
関
と
連
携
し
た

下
支
え
を
す
る
活
動
に

取
り
組
む
。

で
あ
り
、
若
手
職
員
に

は
、
10
年
間
で
３
部
門

を
経
験
さ
せ
、
広
範
な

視
点
を
育
て
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
堅
以
上
の

職
員
に
は
、
能
力
特
性

に
応
じ
た
職
務
へ
配
置

し
、
問
題
解
決
能
力
を

育
成
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
定
期
的
な

職
場
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
人
材
の
育
成

を
図
る
。

福田　義人 議員

世
羅
町
の
観
光
開
発
と

行
政
の
役
割
は

答 

観
光
協
会
を
中
心
に
協
力

支
援
す
る

人
材
育
成
は
ど
の
よ
う
に

答 

広
範
囲
な
視
点
を
持
つ
職
員

育
成
を
目
指
す

にぎわう今高野山参道
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一般質問

一
　
般
　
質
　
問 

下
原  

嘉
雄  

議
員

せ
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

放
送
内
容
の
改
良
は

答 

デ
ー
タ
放
送
の
シ
ス
テ
ム

構
築
を
図
る

下
原
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

環
境
は
防
災
拠
点
、
避

難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
学
校
、
体
育
館
、
自

治
セ
ン
タ
ー
に
は
必
需

で
あ
る
。
容
量
の
多
い

動
画
で
状
況
を
送
信
す

る
こ
と
も
予
想
さ
れ

る
。

　

防
災
な
ど
に
効
果
的

な
Wi̶

Fi
環
境
の
整
備

状
況
は
。

町
長
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

環
境
整
備
は
、
役
場
本

庁
舎
、
甲
山
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
、
世
羅

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

せ
ら
文
化
セ
ン
タ
ー
、

せ
ら
に
し
支
所
、
せ
ら

に
し
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

各
図
書
館
、
各
自
治
セ

ン
タ
ー
に
整
備
済
み

で
、
避
難
時
な
ど
に
も

有
効
活
用
で
き
る
。

下
原
情
報
の
危
機
管
理

に
つ
い
て
、
町
内
で
起

こ
っ
た
災
害
情
報
の
確

認
、
取
り
ま
と
め
の
担

当
は
。

町
長
総
務
課
が
担
当
し

職
員
も
状
況
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
図

上
訓
練
を
行
う
な
ど
、

一
人
ひ
と
り
に
自
身
の

役
割
を
再
認
識
さ
せ
た

災
害
対
応
に
努
め
て
い

る
。

下
原
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
配
布
さ
れ
た
が
、
周

知
徹
底
策
は
万
全
か
。

下
原
年
初
の
施
政
方
針

で
、「
せ
ら
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
放
送
内
容
の

改
良
」
を
示
さ
れ
て
い

る
が
、
放
送
内
容
の
項

目
を
選
択
可
能
と
す
る

シ
ス
テ
ム
改
良
を
望
む

声
が
多
い
。

　

利
便
性
向
上
の
た
め

に
、
各
項
目
を
リ
モ
コ

ン
操
作
で
選
択
す
る
方

式
と
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
本
年
５
月
で
全
地

区
に
配
布
完
了
し
た
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、

今
後
地
域
で
開
催
さ
れ

る
防
災
訓
練
や
防
災
研

修
な
ど
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
行
い
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
活
用

し
た
地
域
の
防
災
力
向

上
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
い
。

下
原
高
齢
者
世
帯
へ
の

対
応
策
は
。

町
長
高
齢
者
へ
の
対
応

策
は
、
避
難
行
動
要
支

援
者
避
難
支
援
制
度
を

構
築
し
て
い
る
。

町
長
番
組
送
出
シ
ス
テ

ム
の
老
朽
化
に
伴
う
改

修
と
併
せ
、
利
便
性
の

向
上
を
目
指
し
、
デ
ー

タ
放
送
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
実
施
す
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は

テ
レ
ビ
の「
ｄ
ボ
タ
ン
」

を
押
し
て
、
防
災
情
報

は
も
ち
ろ
ん
、
世
羅
町

の
天
気
、
ご
み
収
集
、

お
く
や
み
情
報
な
ど
を

表
示
し
選
択
す
る
こ
と

に
よ
り
、
見
た
い
も
の

を
見
た
い
時
に
見
ら
れ

る
シ
ス
テ
ム
と
な
る
。

令
和
２
年
３
月
に
試
験

放
送
開
始
を
予
定
し
て

い
る
。

下原　嘉雄 議員

雨
期
に
備
え
て
の

災
害
対
応
は

答 

通
信
環
境
な
ど
を
整
備

公共施設でのWi-Fi 環境整備
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一
　
般
　
質
　
問 

久
保  

正
道  

議
員

久
保
新
学
習
指
導
要
領

に
よ
る
と
道
徳
教
育

は
、
既
に
改
訂
し
て
い

る
た
め
変
更
せ
ず
記
述

で
評
価
す
る
と
し
て
い

る
。
取
り
組
み
の
現
状

は
。

教
育
長

本
年
４
月
か
ら

「
特
別
の
教
科　

道
徳
」

が
全
面
実
施
さ
れ
て
い

る
。
答
え
が
一
つ
で
な

い
課
題
に
向
き
合
う

「
考
え
る
道
徳
」、「
議

論
す
る
道
徳
」
へ
の
転

換
に
よ
り
、
児
童
生
徒

の
道
徳
性
を
育
む
と
い

う
改
訂
の
趣
旨
を
踏
ま

え
、「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
の
実

現
に
向
け
た
授
業
改
善

を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
児
童
生
徒
の
成
長

を
積
極
的
に
受
け
止
め

て
認
め
、
励
ま
す
評
価

の
充
実
に
取
り
組
む
。

久
保
教
科
書
の
選
定
基

準
、
選
定
経
過
は
。

教
育
長

県
教
育
委
員
会
の

基
本
方
針
を
踏
ま
え
、

教
育
の
理
念
や
目
標
及

び
学
習
指
導
要
領
に
示

さ
れ
た
各
教
科
の
目
標

久
保
本
年
５
月
に
所
有

者
不
明
土
地
特
別
措
置

法
が
成
立
し
た
。
国
内
の

ど
の
自
治
体
に
お
い
て

も
、
法
律
の
施
行
に
よ
り

問
題
解
決
に
近
づ
く
こ

と
に
な
る
と
思
う
。
国
土

調
査
に
お
け
る
事
務
処

理
の
進
め
方
は
。

町
長
法
律
の
施
行
に
よ

り
、
所
有
者
の
特
定
に

寄
与
す
る
と
期
待
し
て

い
る
。
積
極
的
に
制
度

を
活
用
し
国
土
調
査
の

成
果
に
繋
げ
た
い
。

や
内
容
な
ど
に
の
っ
と

り
、
本
町
の
児
童
生
徒

に
最
も
適
切
な
教
科
用

図
書
を
基
本
と
し
て
い

る
。
採
択
に
あ
た
っ
て

は
、
透
明
性
の
確
保
に

努
め
て
い
る
。

久
保
公
共
事
業
の
土
地

取
得
、
課
税
客
体
の
取

り
扱
い
、
所
有
権
の
位

置
づ
け
な
ど
、
い
つ
の

時
期
に
ど
の
部
署
で
取

り
組
む
の
か
。

町
長
公
共
事
業
の
土
地

取
得
に
つ
い
て
も
、
事

業
の
一
層
の
進
捗
が
図

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
課
税
客
体
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、
登

記
情
報
の
一
元
処
理
を

す
る
部
署
は
考
え
て
い

な
い
。

久
保
世
羅
町
に
は
、
花

や
果
物
の
観
光
、
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
六

次
産
業
の
推
進
な
ど
が

あ
る
が
、
道
の
駅
世
羅

だ
け
の
情
報
発
信
に
は

限
界
が
あ
る
。
Ｆ
Ｍ
放

送
の
基
地
局
を
設
け
、

世
羅
の
情
報
を
発
信
し

て
は
ど
う
か
。

町
長
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
を
開
局
す
る
場
合
、

電
波
法
に
よ
り
町
内
へ

の
放
送
に
限
定
さ
れ
る

た
め
、
広
域
的
な
放
送

に
は
無
理
が
あ
る
。
現

状
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
様
々
な
媒
体
で
対

応
し
た
い
。

久
保
近
隣
の
三
原
市
・

尾
道
市
・
福
山
市
・
東

広
島
市
・
廿
日
市
市
・

三
次
市
な
ど
の
Ｆ
Ｍ
局

に
世
羅
の
情
報
発
信
を

委
ね
る
こ
と
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

町
長
他
の
市
町
が
実
施

し
て
い
る
Ｆ
Ｍ
局
や
情

報
媒
体
に
い
ろ
ん
な
形

で
関
わ
れ
れ
ば
、
情
報

発
信
が
可
能
で
あ
り
、

良
い
関
係
を
築
い
て
い

き
た
い
。

久保　正道 議員

中
教
審
答
申
後
の
世
羅
町

教
育
の
現
状
と
課
題
は

答 

励
ま
す
教
育
の
充
実
に
取
り

組
む

所
有
者
不
明
土
地
へ
の

町
の
対
応
方
針
は

答 

登
記
情
報
の
通
知
に
よ
り

適
切
に
取
り
組
む

情
報
発
信
に
Ｆ
Ｍ
放
送

を
取
り
組
ん
で
は

答 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
開
設

は
難
し
い

18 第58号　2019年７月12日発行



一般質問

一
　
般
　
質
　
問 

生
田  

智
康  

議
員

生
田
「
せ
ら
ま
ち
こ
ま

ち
」
の
活
動
状
況
、
課

題
、
課
題
克
服
策
は
。

町
長
正
式
名
は
農
業
女

子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア

ム
で
の
「
カ
ー
プ
世
羅

応
援
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
へ
の
出

展
、
町
内
産
の
食
材
利

用
の
「
料
理
講
習
会
」

な
ど
、
世
羅
の
魅
力
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
頂
い
て

い
る
。

　

参
加
女
性
農
業
者
が

多
く
な
い
こ
と
が
課
題

で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
を
活
用
し
参
加
者
を

募
る
。

生
田
町
の
女
性
消
防
団

員
の
活
動
及
び
増
員
に

向
け
て
の
策
は
。

町
長
現
在
９
名
が
在
籍

し
て
い
る
。

　

昨
年
の
豪
雨
災
害
後

に
坂
町
へ
出
動
し
、
避

難
所
運
営
活
動
の
応
援

な
ど
女
性
な
ら
で
は
の

視
点
を
活
か
し
た
活
動

を
し
て
い
る
。

　

増
員
策
と
し
て
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
、
広
報
誌

な
ど
を
通
じ
て
女
性
団

員
の
認
知
度
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

生
田
大
妻
学
院
と
の
つ

な
が
り
を
強
化
し
て

は
。

町
長
昨
年
秋
、
観
光
協

会
を
通
じ
、
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
、
千
代
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
物
産
品
販
売

と
広
報
活
動
を
行
っ

た
。
小
さ
な
取
り
組
み

を
積
み
重
ね
、
更
に
つ

な
が
り
を
深
め
て
い
き

た
い
。

生
田
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
場
を
Ｐ
Ｒ
し
、

町
外
の
女
性
に
世
羅
町

に
来
て
も
ら
う
こ
と
を

考
え
て
は
。

町
長
広
島
県
や
全
国
規

模
の
大
会
が
３
回
程
度

開
催
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
協
会
と
連
携

し
た
い
。

生
田
免
許
返
納
者
に
対

す
る
、
せ
ら
た
す
き
ー

券
拡
充
の
考
え
は
。

町
長
対
象
と
な
る
申
請

者
に
は
、
毎
年
３
万
円

分
の
せ
ら
た
す
き
ー
券

を
交
付
し
て
い
る
。
平

成
30
年
度
の
利
用
率
は

49
・
２
％
で
あ
る
。

生
田

デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
乗
り
降
り
に
つ

い
て
改
善
策
を
。

町
長
利
用
者
か
ら
乗
り

降
り
が
難
し
い
と
い
う

声
を
聞
い
て
お
り
、
事

業
者
の
協
力
に
よ
り
、

踏
み
台
や
手
す
り
の
設

置
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
利
用
者

の
声
を
大
切
に
し
、
利

便
性
向
上
に
努
め
た

い
。

生田　智康 議員

女
性
力
は無限

大
の
未
来

答 

女
性
の
活
躍
に
期
待

お
年
寄
り
に

や
さ
し
い
政
策
を

答 

利
用
者
に
満
足
し
て
も
ら

う
よ
う
関
係
業
者
と
連
携

ターゲットバードゴルフ大会前の練習風景
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一
　
般
　
質
　
問�

米
重  

典
子  

議
員

米
重
空
き
家
の
現
状
と

課
題
は
。

町
長
空
き
家
と
思
わ
れ

る
も
の
が
１
０
９
１
戸

あ
り
、
そ
の
内
倒
壊
の

危
険
性
が
あ
り
解
体
な

ど
の
緊
急
度
が
極
め
て

高
い
特
定
空
き
家
は
63

戸
。
空
き
家
バ
ン
ク
の

登
録
に
つ
い
て
、「
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
」、「
リ

フ
ォ
ー
ム
資
金
が
な

い
」、「
登
録
で
き
る
建

物
で
な
い
」
そ
の
他
、

「
解
体
し
た
い
が
費
用

の
支
出
が
困
難
」
な
ど

の
回
答
が
あ
っ
た
。

米
重
空
き
家
バ
ン
ク
の

登
録
及
び
成
約
数
の
動

向
は
。

町
長
登
録
数
は
、
平
成

28
年
度
６
件
、
29
年
度

20
件
、
30
年
度
26
件
。

　
成
約
数
は
、
平
成
28

年
度
４
件
、
29
年
度
７

件
、
30
年
度
10
件
。

米
重
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
設
置
の
効
果
は
。

町
長
移
住
や
空
き
家
バ

ン
ク
の
利
用
相
談
に
応

じ
て
お
り
、
空
き
家
物

件
の
掘
り
起
こ
し
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
登
録

相
談
件
数
は
増
加
し
て

い
る
。

間
で
32
件
、
空
き
家
バ

ン
ク
登
録
が
条
件
と
な

る
家
財
処
分
費
補
助
金

米
重
家
族
介
護
継
続
支

援
事
業
の
内
容
は
。

町
長
介
護
者
の
意
見
交

換
や
研
修
を
行
う
家
族

介
護
教
室
の
開
催
、
交

流
や
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
図
る
介
護
者
交

流
事
業
の
実
施
。

　
経
済
的
支
援
と
し
て

要
介
護
３
以
上
の
方
を

介
護
し
て
い
る
家
庭
に

対
し
て
、
介
護
用
品
の

購
入
費
や
短
期
入
所
利

用
に
つ
い
て
助
成
し
て

い
る
。
ま
た
、
認
知
症

の
当
事
者
や
家
族
の
声

を
聴
く
交
流
の
場
と
し

て
、
毎
月
１
回
認
知
症

カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
い

る
。

米
重
空
き
家
等
対
策
計

画
の
策
定
は
。

町
長
平
成
30
年
度
に
計

画
案
を
作
成
し
、
今
年

度
協
議
会
に
諮
っ
て
定

め
た
い
。

米
重
空
き
家
に
関
す
る

補
助
金
制
度
の
利
用
状

況
は
。

町
長
老
朽
住
宅
除
却
等

事
業
費
補
助
金
は
、
平

成
24
年
度
か
ら
の
7
年

は
、
平
成
30
年
度
6
件

支
給
し
て
い
る
。

米
重
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
の
導
入
は
。

町
長
第
7
期
介
護
保
険

事
業
計
画
で
は
、
令
和

2
年
度
ま
で
に
導
入
を

計
画
し
て
い
る
。

米
重
高
齢
者
虐
待
防
止

の
取
り
組
み
は
。

町
長
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
相
談
窓
口
を

設
置
し
、
関
係
機
関
と

連
携
し
た
事
案
へ
の
対

応
と
共
に
、
虐
待
防
止

の
啓
発
な
ど
実
施
し
て

い
る
。

米重　典子 議員

空
き
家
適
正
管
理
の

推
進
を

答�

空
き
家
等
対
策
計
画
に
基
づ

き
総
合
的
に
進
め
る

在
宅
介
護
者
へ
の

支
援
策
は

答�

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
実
施

早めの空き家対策を
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一般質問

一
　
般
　
質
　
問 

重
森  

博
之  

議
員

重
森

甲
山
自
治
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
の
跡
地
利

用
計
画
は
。

町
長

甲
山
自
治
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
は
、
役
場

な
ど
町
の
主
要
行
政
施

設
に
隣
接
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
町

有
地
と
し
て
管
理
を

行
っ
て
い
く
。
移
転
し

た
後
の
周
辺
状
況
の
変

化
な
ど
を
十
分
に
配
慮

し
、
公
有
財
産
利
活
用

検
討
委
員
会
で
活
用
方

法
の
検
討
を
進
め
る
。

重
森

甲
山
自
治
セ
ン

タ
ー
の
跡
地
を
駐
車
場

と
し
て
、
土
曜
日
、
日

曜
日
は
観
光
バ
ス
を
町

の
許
可
の
も
と
開
放
し

観
光
客
へ
の
利
便
性
を

高
め
て
は
ど
う
か
。

町
長
役
場
前
の
駐
車
場

に
つ
い
て
は
、
役
場
だ

け
で
は
な
く
甲
山
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
利

用
者
や
商
工
会
な
ど
、

来
訪
者
に
も
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
。
行
事
の

開
催
な
ど
で
満
車
に
な

る
こ
と
も
あ
り
、
慎
重

な
検
討
が
必
要
と
考
え

る
。

重
森
今
高
野
山
の
町
営

駐
車
場
は
、
町
と
せ
ら

温
泉
と
話
し
合
い
、
互

い
に
客
の
増
加
を
図
っ

た
ら
ど
う
か
。

町
長
せ
ら
温
泉
は
自
社

の
誘
客
に
と
ど
ま
ら

ず
、
町
内
施
設
と
の
連

携
な
ど
、
周
遊
観
光
に

努
力
さ
れ
て
い
る
。
町

の
レ
ジ
ャ
ー
を
担
う
施

設
で
あ
り
、
今
後
も
連

携
す
る
。

重
森
今
高
野
山
の
町
営

駐
車
場
ト
イ
レ
の
改
修

予
定
は
。

町
長
昨
年
一
部
の
修
繕

を
し
て
い
る
が
、
今
後

の
観
光
客
増
加
を
考
慮

し
、
利
用
客
に
迷
惑
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
改

修
を
検
討
し
た
い
。

重森　博之 議員

観
光
客
誘
致
の
た
め
の

駐
車
場
確
保
は

答  

公
有
財
産
利
活
用
検
討
委

員
会
で
検
討

観光客誘致には駐車場確保を

いつになるのかトイレ改修
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一
　
般
　
質
　
問 

新
原  

浩  

議
員

新
原
各
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
防
災
計
画
に
よ

る
避
難
体
制
の
構
築

は
。

町
長
自
主
防
災
組
織
は

各
地
区
に
お
い
て
組
織

さ
れ
、
地
域
の
防
災
計

画
は
地
域
で
で
き
る
防

災
活
動
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
設
立
時
に
組
織

の
規
約
と
共
に
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
策
定
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
町
は
浸
水
想

定
区
域
や
土
砂
災
害
警

戒
区
域
な
ど
の
指
定
情

報
や
防
災
情
報
の
周
知

を
行
い
、
災
害
発
生
時

に
町
民
が
地
域
の
防
災

計
画
に
基
づ
い
た
適
切

な
対
応
、
避
難
行
動
を

行
え
る
よ
う
体
制
を
構

築
す
る
。

新原　浩 議員

町
の
災
害
に

対
す
る
備
え
は

答 

住
民
へ
の
説
明
と
周
知
を

図
る

新
原
各
関
係
部
署
と
の

情
報
連
携
に
つ
い
て
、

特
に
要
支
援
者
の
情
報

の
共
有
と
活
用
は
。

町
長
大
規
模
災
害
発
生

時
に
自
力
で
避
難
す
る

こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
、
障
害
者
な
ど
い
わ

ゆ
る
要
支
援
者
の
方
が
、

地
域
に
お
い
て
避
難
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
協
定
を
取
り

交
わ
し
、
自
主
防
災
組

織
な
ど
の
避
難
支
援
団

体
に
、
要
支
援
者
登
録

の
同
意
者
名
簿
を
提
供

し
、情
報
連
携
を
図
る
。

新
原
地
域
の
共
助
力
の

向
上
に
よ
る
避
難
支
援

に
つ
い
て
は
、
啓
発
活

動
の
推
進
や
避
難
所
の

指
定
・
緊
急
避
難
所
の

機
能
体
制
の
強
化
が
求

め
ら
れ
る
が
、
地
域
へ

の
説
明
と
周
知
は
。

町
長
共
助
力
向
上
の
た

め
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

テ
ィ
活
動
や
自
主
防
災

組
織
へ
の
支
援
を
行

う
。

　

ま
た
、
指
定
避
難
所

や
緊
急
避
難
場
所
の
対

応
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
・
広
報
誌
や
出
前
講

座
な
ど
を
通
じ
て
説
明

と
周
知
を
行
う
。

新
原

配
布
さ
れ
た
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
へ
避
難

連
絡
先
や
取
る
べ
き
行

動
な
ど
の
情
報
が
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
。

町
長
防
災
メ
モ
、
避
難

連
絡
先
、
と
る
べ
き
行

動
な
ど
を
掲
載
し
た
別

な
冊
子
の
作
成
を
検
討

し
て
行
く
。

新
原
地
域
集
会
所
な
ど

へ
の
防
災
無
線
の
設
置

に
つ
い
て
は
。

町
長
防
災
の
観
点
で
設

置
要
望
が
あ
れ
ば
無
償

で
の
設
置
を
考
え
て
い

る
。

ハザードマップ全地区配布完了
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一般質問

一
　
般
　
質
　
問�

藤
井  

照
憲  

議
員

梅
雨
時
期
を
控
え
て

命
を
守
る
対
策
は

答�

自
助
・
共
助
を
基
本
に
早

め
の
避
難
を
呼
び
か
け
る

地
域
の
持
つ
心
の

豊
か
さ
を
引
き
出
す
に
は

答�
映
像
収
録
し
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ

放
映
を
検
討

世
羅
町
版
※
ネ
ウ
ボ
ラ
と
は

ど
ん
な
事
業
か

答�

切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な
支

援
体
制
の
整
備
を
図
る

藤
井
早
め
の
避
難
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
。

町
長
町
の
防
災
に
関
す

る
情
報
発
信
は
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
緊
急
性
が
伝
わ
り

や
す
い
よ
う
放
送
内
容

を
改
善
し
、
情
報
の
発

信
に
努
め
る
。

藤
井
交
通
弱
者
・
高
齢

者
・
遠
距
離
の
避
難
者

は
ど
う
す
る
の
か
。

町
長
避
難
行
動
要
支
援

者
避
難
支
援
制
度
を
基

に
、
自
主
防
災
組
織
な

ど
の
避
難
支
援
団
体
と

連
携
を
図
り
、
早
め
に

避
難
行
動
を
頂
く
と
共

に
、
最
寄
り
で
安
全
が

確
保
で
き
る
施
設
へ
の

避
難
や
近
隣
で
の
声
掛

け
な
ど
、
共
助
を
お
願

い
す
る
。

藤
井
大
雨
情
報
の
伝
達

を
ど
う
す
る
の
か
。

町
長
町
民
が
と
る
べ
き

行
動
を
５
段
階
に
分
け

た
。
自
主
避
難
を
す
る

避
難
準
備
・
高
齢
者
等

避
難
開
始
を
「
警
戒
レ

ベ
ル
３
」、
緊
急
避
難

を
す
る
避
難
指
示
避
難

勧
告
を
「
警
戒
レ
ベ
ル

藤
井
地
域
の
文
化
の
伝

承
教
育
は
。

教
育
長

児
童
生
徒
の
発
達

段
階
に
合
わ
せ
、
各
教

科
や
総
合
的
な
学
習
の

時
間
で
繰
り
返
し
、
地

域
の
自
然
や
文
化
財
に

触
れ
る
機
会
を
設
け

る
。

藤
井
地
域
文
化
の
記
録

保
存
は
。

教
育
長

地
域
で
伝
承
さ
れ

て
い
る
祭
事
を
対
象
に
映

像
収
録
し
て
い
る
。
多
く

の
皆
さ
ま
に
見
て
頂
け
る

よ
う
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
で
の

映
像
放
映
を
関
係
部
署
と

協
議
し
て
検
討
す
る
。

４
」
に
区
分
し
伝
え
る

予
定
。

藤
井

住
民
へ
の
周
知

は
。

町
長
チ
ラ
シ
の
全
戸
配

布
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
な
ど

様
々
な
機
会
を
捉
え
周

知
を
図
り
、
警
戒
レ
ベ

ル
運
用
の
定
着
を
図

る
。

藤
井
若
者
の
地
域
行
事

へ
の
参
加
促
進
を
。

町
長
地
域
行
事
と
行
政

が
主
体
実
施
す
る
事
業

と
の
調
整
は
、
効
果
的

な
方
法
を
検
討
し
、
可

能
な
限
り
調
整
す
る
。

藤
井
制
度
は
ど
の
よ
う

な
効
果
を
期
待
す
る
の

か
。

町
長
町
内
の
関
係
機
関

と
の
顔
の
見
え
る
利
点

を
活
か
し
、
利
用
者
の

視
点
に
立
っ
た
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
に
関
す

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

い
、
育
児
へ
の
不
安
の

払
拭
や
良
好
な
育
児
環

境
の
実
現
・
維
持
を
期

待
す
る
。

藤
井
地
域
の
子
育
て
を

ど
の
よ
う
に
育
む
の

か
。

町
長
妊
産
婦
・
乳
幼
児

な
ど
の
状
況
を
把
握

し
、
相
談
体
制
の
強
化

や
要
保
護
児
童
な
ど
へ

の
必
要
な
支
援
と
、
事

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
推
進
す
る
。

藤井　照憲 議員

※ネウボラ…フィンランドでの子育て支援施設
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議会を傍聴してみませんか

議
会
だ
よ
り
せ
ら
【
６
月
定
例
会
】　
■
発
行
・
編
集
／
世
羅
町
議
会
議
長　

徳
光　

義
昭　

■
事
務
局
／
広
島
県
世
羅
郡
世
羅
町
大
字
西
上
原
一
二
三
番
地
一　

☎
０
８
４
７ ･

２
２ ･

４
５
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
４
７ ･

２
２ ･

１
１
５
４

議員の寄附は罰則をもって禁止されています。議員に寄附を求めることも禁止されています。
年賀状など（答礼のための自筆によるものを除く）を出すことも禁止されています。

次回の定例会は９月です
日程は無線放送でお知らせします。
またケーブルテレビでも本会議の中継をしています。

議会広報広聴
調査特別委員会

委員長／米重　典子
副委員長／山田　睦浩
委　員／重森　博之・久保　正道
　　　　藤井　照憲

この広報は、環境にやさしい植物性大豆油インキで印刷しています。 分かりやすく、読みやすく、間違えにくいユニバーサルデザイン書体を一部使用しています。

 

表
紙
紹
介

編集
後記

　

寺
町
に
奈
良
時
代

か
ら
続
く
康
徳
寺
、

あ
じ
さ
い
寺
と
し
て

も
有
名
で
毎
年
６
月

下
旬
に
は「
花
供
養
」

と
「
ア
ジ
サ
イ
を
愛

で
る
会
」
が
開
催
さ

れ
る
。

　

満
開
の
ア
ジ
サ
イ
を
表
紙
写
真
に
と

思
い
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
ご
住
職
よ
り
雪

舟
庭
園
を
紹
介
さ
れ
、
そ
の
美
し
さ
に

魅
了
さ
れ
何
枚
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

た
。

　

是
非
、
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
と
思

い
、
今
回
の
表
紙
に
決
定
し
た
。

地
域
へ
の
思
い
を
原
動
力
に

 

世
羅
町
別
迫
　
田
渕
　
忠
明  

さ
ん

　

昨
年
11
月
か
ら
委
員
に
加

わ
り
、「
議
会
だ
よ
り
」
の

編
集
発
行
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

世
羅
町
議
会
で
は
原
稿
作
成
か
ら
校

正
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
作
業
を
議
員
で

行
っ
て
い
ま
す
。
大
変
な
作
業
だ
と
思

う
と
共
に
、「
議
会
だ
よ
り
」
を
通
し
て

少
し
で
も
住
民
の
皆
さ
ん
に
議
会
活
動

を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
私

自
身
に
と
っ
て
も
勉
強
の
機
会
と
な
り
、

委
員
会
の
仲
間
と
と
も
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
災
害
の
復
旧
復
興
で
は
町
道

新
山
線
な
ど
の
災
害
復
旧
工
事
が
着
実

に
進
ん
で
お
り
、
町
の
最
優
先
の
取
り

組
み
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。

 

（
重
森 

博
之
）

No.42

　

東
自
治
セ
ン
タ
ー
の
隣
に
あ
る
田
渕
商
店

は
食
料
品
や
日
用
品
を
扱
う
店
で
、
地
域
に

根
差
し
て
約
百
年
の
歴
史
が
あ
る
。
忠
明
さ

ん
は
、
４
代
目
と
し
て
父
親
か
ら
経
営
を
引

き
継
い
で
い
る
。

　

広
島
市
内
の
高
校
か
ら
東
京
の
大
学
へ
進

ん
だ
忠
明
さ
ん
は
、29
歳
の
時
に
故
郷
に
戻
っ

た
。「
自
分
が
子
供
の
頃
に
比
べ
て
人
が
減
っ

た
な
」
と
い
う
の
が
正
直
な
思
い
だ
っ
た
。

　

田
渕
商
店
は
、
店
舗
で
の
販
売
の
ほ
か
に

車
で
の
移
動
販
売
も
し
て
い
る
が
、
祖
父
の

時
代
に
荷
車
で
東
地
区
内
を
回
っ
た
の
が
始

ま
り
だ
と
い
う
。

　

現
在
は
、
週
４
日
主
に
東
、
伊
尾
、
赤
屋

地
区
を
戸
別
に
回
っ
て
い
る
。

　

最
近
隣
町
に
あ
る
小
売
店
が
閉
店
し
、
知

り
合
い
に
頼
ま
れ
て
回
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。

　

移
動
販
売
は
商
品
を
売
る
だ
け
で
な
く
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守
り
や
、
体
の
不

自
由
な
人
に
は
部
屋
ま
で
運
ん
で
見
て
も
ら

う
な
ど
「
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
る
。」
と
話
す
。

　

町
内
で
も
個
人
経
営
の
小
売
店
の
数
は
減

る
一
方
で
、
卸
売
業
者
の
配
送
も
な
く
な
り

町
外
に
ま
で
仕
入
れ
に
行
っ
て
お
り
、
経
費

も
か
か
る
。「
商
工
会
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
る

が
、
補
助
金
の
申
請
も
自
己
負
担
を
考
え
る

と
踏
み
切
れ
な
い
。」
な
ど
同
じ
悩
み
を
持
つ

同
業
者
と
も
話
す
と
い
う
。

　

今
は
忠
明
さ
ん
夫
婦
と
両
親
の
４
人
で
の

家
族
経
営
、「
地
域
の
人
に
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
原
動
力
に
続
け
て
い
き
た
い
。」
と

い
う
言
葉
は
地
域
に
と
っ
て
も
心
強
い
と
思

う
。 

（
山
田 

睦
浩
・
米
重 

典
子
）
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